
単独運転防止方式の概要

メーカー名 三洋電機株式会社 同様の方式を採
形名 ＳＳＩ－ＴＬ５５Ａ２ 用している形名

ＰＶ－ＰＣ５５Ａ２（ＶＢＰＣ２５５Ａ２Ｐ）、ＶＢＰＣ２２７Ａ３、ＶＢＰＣ２４０Ａ６、ＶＢＰＣ２５５Ａ３、
ＶＢＰＣＴＡ０Ａ１、ＶＢＰＣＴＡ０Ａ１Ｔ、ＶＢＰＣＴＡ０Ａ１Ｍ、ＶＢＰＣＴＡ０Ａ２、ＶＢＰＣＴ９９Ａ２、
ＶＢＰＣＴＡ０Ａ３、ＶＢＰＣＴ９９Ａ３、

ＣＶＰＣ－０２７Ｔ１、ＣＶＰＣ－０４０Ｔ１、ＣＶＰＣ－０５５Ｔ１、ＭＰ－２７ＳＡ、ＭＰ－４０ＳＡ、ＭＰ－５５ＳＡ

項目 受動的方式 能動的方式
１．方式名称 位相跳躍検出 周波数シフト
２．基本原理 　　系統停電時に無効電力負荷の力率角に応じて電流位相が電圧位相 　　出力周波数にバイアスを与えておき、連系点の周波数の変化を検出

　　にたいしてずれることからこの現象を監視する。 　　する。

３．回路方式 　　系統電圧波形１周期の時間を計測し、３２周期の平均値を算出する。  　　系統電圧波形１周期の時間を計測する。前回１周期の時間と今回

　　または 　　３２周期の平均値と今回周期の時間を比較、８周期連続してＤＩＰ  ＳＷ 　　１周期の時間を比較して前回１周期時間 ≦ 今回１周期時間  の場

　　制御フロー 　　により設定した以上の位相跳躍が発生した場合、パワーコンディショナ 　　合、今回１周期時間 ＜  次回１周期時間になるようにインバータの
　　を停止させる。 　　出力周波数を調整する。

　　系統電圧波形１周期の時間を計測する。前回１周期の時間と今回
（例）ＤＩＰ ＳＷにて位相跳躍レベル８度が設定されていた場合 　　１周期の時間を比較して前回１周期時間 ＞ 今回１周期時間  の場
　　　系統周波数５０Ｈｚの１周期時間  　　合、今回１周期時間 ＞  次回１周期時間になるようにインバータの
　　　２０ｍｓｅｃ     ２０ｍｓｅｃ×（８÷３６０）＝０．４４ｍｓｅｃ 　　出力周波数を調整する。
　　　３２周期の平均値と今回周期の時間を比較して０．４４ｍｓｅｃ以上の差
　　　が８周期以上連続して生じた場合、位相跳躍と判断する。  　　単独運転が発生した場合、上記動作を繰り返すことによりＯＦＲで設

　　定したレベル以上、ＵＦＲで設定したレベル以下の周波数までシフト
　　させて、パワーコンディショナを停止させる。

４．整定範囲 ６．８．１０．１２度 出荷時整定値 UFR 48.0/48.5/49.0/49.5(58.0/58.5/59.0/59.5)Hz 出荷時整定値
８度 OFR 50.5/51.0/51.5/52.0(60.5/61.0/61.5/62.0)Hz 48.5(58.5）51.0(61.0)Hz

ＳＳＩ－ＴＬ３５Ａ１、ＳＳＩ－ＴＬ４５Ａ１、ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ２、ＳＳＩ－ＴＬ２７Ａ１、ＳＳＩ－ＴＬ２７Ａ２、

ＳＳＩ－ＴＬ４５Ａ１ＣＳ、ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ２ＣＳ、ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ４ＣＳ、ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ５ＣＳ、ＳＳＩ－ＴＬ２７Ａ１ＣＳ、

ＰＶＰＣ-２７０１-Ｎ、ＰＶＰＣ-４００１-Ｎ、ＰＶＰＣ－５５０１－Ｎ、ＰＶＰＣ－５５０１－Ｎ－１、 ＰＶＰＣ－５５０２－Ｎ、
ＧＰ２７Ａ、ＧＰ２７Ｂ、ＧＰ４０Ａ、ＧＰ４０Ｂ、ＧＰ５５Ａ、ＧＰ５５Ｂ、ＧＰ５５Ｃ、

ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ４、ＳＳＩ－ＴＬ４０Ａ５、ＳＳＩ－ＴＬ５５Ａ１、ＳＳＩ－ＴＬ５５Ａ３、

ＳＳＩ－ＴＬ２７Ａ２ＣＳ、ＳＳＩ－ＴＬ５５Ａ１ＣＳ、ＳＳＩ－ＴＬ５５Ａ２ＣＳ、ＳＳＩ－ＴＬ５５Ａ３ＣＳ、

ＱＣＪ－ＩＶ－２７、ＱＣＪ－ＩＶ－４０、ＱＣＪ－ＩＶ－５５、ＥＮＳ１２－０９０、ＰＶ－ＡＰＣＳ１２Ｗ

ＰＶ－ＰＣ４０Ａ５（ＶＢＰＣ２４０Ａ５）、ＰＶ－ＰＣＡ１（ＶＢＰＣ２５５Ａ）、ＰＶ－ＰＣ５５Ａ２（ＶＢＰＣ２５５Ａ２）、
ＰＶ－ＰＣ２７Ａ２（ＶＢＰＣ２２７Ａ２）、ＰＶ－ＰＣ４０Ａ４（ＶＢＰＣ２４０Ａ）、ＰＶ－ＰＣ４０Ａ４（ＶＢＰＣ２４０ＡＰ）、

ＳＰＣ２７０２、ＳＰＣ２７０３、ＳＰＣ４００１、ＳＰＣ４００２、ＳＰＣ４００３、ＳＰＣ５５０１、ＳＰＣ５５０２、ＳＰＣ５５０３、

ＰＶＨ－３０－０４１、ＰＶＨ－３０－０４５、ＰＶＨ－３０－０４７、ＳＳＩ－ＴＬ５５Ａ２ＣＡ、

ＹＬＥ－ＴＬ２７Ａ１、ＹＬＥ－ＴＬ２７Ａ２、ＹＬＥ－ＴＬ４０Ａ４、ＹＬＥ－ＴＬ４０Ａ５、ＹＬＥ－ＴＬ５５Ａ２、ＹＬＥ－ＴＬ５５Ａ３、
ＨＥＰ０４０Ｓ、ＨＥＰ０５５Ｓ、ＨＥＰ０４０ＳA、ＨＥＰ０５５ＳA、ＰＶＮ－４０４、ＰＶＮ－５５１、ＰＶＮ－５５１Ｂ、
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